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資料 建６－１ 


BIM ライブラリーコンソーシアム 


第 6 回 建築部会 
 


議事次第 


 


日時：平成 28 年 10 月 19 日（水）10:00~12:00 


場所：（一財）建築保全センター 会議室 


１． 開会（司会：BLC 事務局 池田） 


   議事進行：志手 建築部会長 


 


２． 議事 


（１） 前回議事録（8/10 第 5 回建築部会）の確認 


 


 


（２） ・BLC 入会企業のご紹介 ：協栄産業株式会社（山田氏） 


・BLC 未入会（本日の建築部会を見学）：髙松ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝｸﾞﾙｰﾌﾟ（遠藤氏） 


：髙松建設株式会社（浅海氏） 


 


（３） ＮＢＬライブラリープロパティ項目調査について 


       


 


（４） Omnicrass の調査について 


   


 


（５） ＷＧ１・２について 


 ・第２回建築部会ＷＧ（20161014）議論内容と今後の進め方について 


 


３． 閉会 


 
会議資料一覧 


 資料 建 6－1   議事次第 


 資料 建 6－2   前回議事録（8/10：第５回建築部会） 


 資料 建 6－3   第２回建築部会ＷＧ1・2 議事録 


 資料 建 6－4   NBS の属性と C-CADEC の項目の比較（ドアに関しての整理）/芝浦工大 


資料 建 6－5   Omnicrass の調査／芝浦工大 


  （参考資料）   平成 28 年度 各部会等の開催スケジュール（案）20161019 現在 


 


 次回    日時 ： 12 月 21 日（水）10:00~12:00 


     場所 ：  （一財）建築保全センター 会議室 


次々回  日時 ： 【日程変更】平成 29 年 2 月 16 日（木）15：00~17：00 


     場所 ：  （一財）建築保全センター 会議室 
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                                 資料 建６－２ 


第 5回 BIMライブラリーコンソーシアム・建築部会議事録(案)   


 


日時  平成 28年 8月 10日（水）10:00～12:00 


場所  （一財）建築保全センター 会議室 


出席者  


出


席 
会社名 名前 


 


出


席 
会社名 名前 


○ 芝浦工業大学 志手 一哉 
 
○ 河村電器産業(株) 榎 寿哲 


○ (一財)建築保全センター 寺本 英治 
  


河村電器産業(株) 阿部 昌樹 


 
(株)大塚商会 飯田 千恵 


  
河村電器産業(株) 服部 雅宏 


 
(株)大塚商会 水野 一哉 


  
ＴＯＴＯ(株) 東元 詩朗 


 
(株)大林組 中嶋 潤 


 
○ ＴＯＴＯ(株) 小嶋 香織 


○ 鹿島建設（株） 安井 好広 
  


エーアンドエー(株) 木村 謙 


 
（株）久慈設計 青野 智史 


  
(株)建築ピボット 千葉 貴史 


 
グラフィソフトジャパン(株) ﾄﾛﾑ ﾍﾟｰﾃﾙ 


  
(株)建築ピボット 長谷川 秀武 


○ グラフィソフトジャパン(株) 平野 雅之 
  


(株)CBS 中井 政昭 


 
(株)構造計画研究所 高橋 将幸 


  
㈱テイル 水野 昭洋 


 
(株)佐藤総合計画 網元 順也 


 
○ ㈱テイル 吉田 勝 


 
(株)佐藤総合計画 糸島 光洋 


 
○ (株)日積サーベイ 高橋 肇宏 


 
(株)佐藤総合計画 齋藤 崇志 


 
○ (株)安井ファシリティーズ 松原 昌幹 


 
(株)佐藤総合計画 松田 未希 


  
和田特機（株） 横井 義光 


 
住友セメントシステム開発(株) 大林 広樹 


 
○ (一社)BuildingSMART Japan 足達 嘉信 


 
住友セメントシステム開発(株) 山口 浩二 


  
（一財)建築ｺｽﾄ管理ｼｽﾃﾑ研究所 寺川 鏡 


 
住友セメントシステム開発(株) 柳良 和 


  
(一社)公共建築協会 伊藤 正寿 


 
住友セメントシステム開発(株) 利光 輝 


  
(一社)日本建設業連合会 山口 成佳 


 
住友セメントシステム開発(株) 前澤 孝之 


 
○ (公社)日本建築士連合会 大石 佳知 


 
(株)大建設計 井上 久誉 


 
○ 日本建築仕上材工業会 越中谷光太郎 


 
(株)竹中工務店 能勢 浩三 


 
○ (一社)日本サッシ協会 丸山 勝範 


○ (株)竹中工務店 小柳 佳久 
  


(一社)日本サッシ協会 在塚 均 


 
(地法)日本下水道事業団 髙橋 光明 


  
(一社)日本建築士事務所協会連合会 居谷 献弥 


 
(地法)日本下水道事業団 池谷 格二 


  
杉田 洋(広島工業大学) 杉田 洋 


 
(地法)日本下水道事業団 三神 文太 


  
杉田 宗(広島工業大学) 杉田 宗 


 
(株)伊藤喜三郎建築研究所 荒井 拓也 


 
○ 国立研究開発法人建築研究所 武藤 正樹 


 
(株)伊藤喜三郎建築研究所 横山 正美 


  
国立研究開発法人建築研究所 高橋 暁 


 
(株)キャディアン 笠原 靖子 


  
能勢 平太郎 能勢平太郎 


 
(株)キャディアン 山﨑 裕子 


    


 
(株)キャディアン 植松 良太 
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(株)キャディアン 中野 健成 


 
○ (一財)建築保全センター 池田 雅和 


 
(株)ＣＰＣ 宮田 信彦 


 
○ (一財)建築保全センター 水澤 久夫 


 
東電設計(株) 小松崎 博敏 


 
○ (一財) 建築保全センター 山中 隆 


 
東電設計(株) 佐藤 浩二 


 
○ 芝浦工業大学（志手研究室学生） 寺崎 大 


○ (株)ＣＡＤネットワークサービス 南谷 親良 
 
○ 芝浦工業大学（志手研究室学生） 三上 智大 


○ (株)ＣＡＤネットワークサービス 江口 正剛 
 
○ 芝浦工業大学（志手研究室学生） 山﨑 主税 


                                   合計：２３名参加 


                                他見学 1社：岡村製作所 


配布資料   


 資料 建 5－1   議事次第 


 資料 建 5－2   前回議事録（6/15：第４回建築部会） 


 資料 建 5－3   6/29：オーストラリアとの BIM会議報告（式次第、参加者、新聞記事） 


資料 建 5－4   6/29：オーストラリアとの BIM会議での日本側プレゼン資料 


資料 建 5－5   6/29：オーストラリアとの BIM会議の Q＆A（日本語訳） 


資料 建 5－6   NBSライブラリーの Revit用オブジェクト「ドア」調査資料 


資料 建 5－7   NBSライブラリーの Revit用オブジェクト「窓」調査資料 


  （参考資料）   平成 28年度 各部会等の開催スケジュール（案）20160804現在 


 


司会   ：BMMC池田（BLC事務局） 


議事進行 ：志手 建築部会長 


 


議題（１）前回議事録（6/15第４回建築部会）の確認 


・議事録読み合わせを行った：指摘事項なし 


 


議題（２）平成 28年度 BLC入会企業のご紹介 


      ・鹿島建設株式会社（安井氏） 


（6/29BLC入会：在り方、建築、設備、運用の各部会に参加） 


      BLC未入会（本日の建築部会見学）：岡村製作所（田島氏） 


 


議題（３）6/29のオーストラリアとの BIM会議について（新聞記事、Q&A） 


     ・資料 建 5－3～5に基づき説明を行った 


   オーストラリア空調衛生設備工学協会（AMCA）BIM統括者：ウヮーウィック・スタナス氏 


   オーストラリアの設備 BIMライブラリーの標準ソフトは「Revit MEP」に限定 


   オーストラリアはファミリーのテンプレートをオートデスク社と協同して作成 
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議題（４）ＮＢＳライブラリーオブジェクト（Ｒｅｖｉｔ用）ドアと窓 


部会長より資料の説明を行った。 


調査途中なので次回の部会で調査分析を報告 


 


 


議題（５）ＷＧ１・２について 


     後日、日程調整を事務局で行いＷＧメンバーに通知案内をする。 


      


   


 


 


■次回   ：10月 19日（水）10：00～12：00 


■場所  ：（一財）建築保全センター 会議室 








                                                    資料 6-3 


第２回ＢＩＭライブラリーコンソーシアム・建築部会ＷＧ議事録   


 


日時  平成２８年１０月１４日（金）１５：００〜１７：００ 


場所  （一財）建築保全センター会議室 


参加者 WG1：主査/ｴｰｱﾝﾄﾞｴｰ（木村氏）、大塚商会（飯田氏）、建築ﾋﾟﾎﾞｯﾄ（千葉氏） 


      WG2：主査/建築研究所（高橋氏）、建築研究所（武藤氏）、佐藤総合計画（網元氏、中上氏） 


         ：日積ｻｰﾍﾞｲ（高橋氏）、安井ﾌｧｼﾘﾃｨｰｽﾞ（松原氏）、（一社）buildingSMART Japan（足達氏） 


      BLC 事務局：寺本、山中、池田 


                                                       合計：13 名 


配布資料   


  ・前回ＷＧ（9/14）議事録 


  ■WG１関連資料 


   ・Vectorworks/エーアンドエー（木村氏） 資料 


   ・Revit/大塚商会（飯田氏） 資料 


   ・i-ARM/建築ピボット（千葉氏） 資料 


  ■WG2 関連資料 


   ・属性項目_NBS 対比記入表に関する疑問点/日積サーベイ（高橋氏） 資料 


   ・NBS対比表/日積サーベイ（高橋氏） 資料 


   ・NBS対比表/日本サッシ協会 資料 


   ・NBS対比表/CAD ネットワークサービス（南谷氏） 資料 


   ・仕様属性項目（建築 Stem 表）/安井ファシリティーズ（松原氏） 資料 


   ・仕様属性項目（建築 Stem 表）/日本サッシ協会 資料 


   ・仕様属性項目（建築 Stem 表）/ CAD ネットワークサービス（南谷氏） 資料 


 


議論 


   ＷＧ１について    


   各社の調査資料内容確認 


   ・Vectorworks/エーアンドエー（木村氏） 資料の説明 


    各建築部位での CAD ソフトでの呼称、パラメトリックなオブジェクトか？、 


    外部から取込可能か？標準で用意されているか？、設定可能か？、表現詳細度の段階 


    を Vectorworks について調査シートに記入を行った。 


   ・Revit/大塚商会（飯田氏） 資料の説明、議論 


    システムファミリーとは存在している個体の部品ではなくてソフトの中で設定するもの 


    である。どのテンプレートを使うかによってあるかないかが異なる（標準のテンプレート    


    や安井さんのテンプレート等）のでこの調査シートに記入する際に書き分けている。 


    コンポーネントファミリーとは個体で存在している物、部品（出荷時に標準搭載 


    されている）なのでこの調査シートに記入する際に書き分けている。 







    アーキキャドも同じ形態である。 


    壁は小分類で標準壁と重ね壁とに分類される。     


    カーテンウォールは窓ではなく壁の分類となる（壁も仕上げの一部） 


    表現詳細度は全て、簡易と標準と詳細の３段階（パターン） 


    詳細は各社によって LOD は違う。 


    契約図（発注図）で使える LOD300 で統一して基本としたい。 


    LOD300 でも表現（モデル形状）が様々で統一されていない。 


    CAD ソフトによって組込みな物と外部に持てる物と違いがある。 


    システムファミリーは層を組み合わせるなどして部品を組み立てる。 


    BIM ライブラリーは製造メーカーに対してシステムファミリーを求めるのか 


    コンポーネントファミリーを求めるのか？ 


    システムファミリーは名前の命名規則を定めなければならない。 


    システムファミリーは組み合わせた複合部品なのでメーカー名を入れにくい。 


    設計者が入れる情報なのか製造メーカーが入れる情報なのか判断が難しい。 


    設備でも可変できる部品がジェネリックな汎用部品として存在している。 


    発注段階までがジェネリック部品ということになる。 


    価格と性能の属性情報が形状情報と繋がっていない。 


    現状、BIM モデルと環境性能とは別物である。 


    システムファミリーは作り上げていく部品。 


    ライブラリーでは既製品部品を中心としてオーダー製品は除く。  


     


   ・i-ARM/建築ピボット（千葉氏） 資料の説明 


    各建築部位に対応した CAD ソフトでの呼称が存在している。 


    トップライトは窓の分類となる。 


    カーテンウォールはカーテンウォールという呼称（大分類：カテゴリーがある） 


    組込み部品以外は汎用部品で作る。 


    属性情報はプロパティセットのイメージ（ぶら下がっている） 


    現状、屋根は置くだけ（可変できない） 


    表現詳細度は全て１段階（１：１００） 


    


   ■各 CAD ソフトで上記のように相違がある。今後の進め方について 


     次週の建築部会で報告し志手部会長の判断を仰ぐことにする。 


 


 


     


   ＷＧ２について 


   各社の調査資料内容確認 


   ・属性項目_NBS 対比記入表に関する疑問点/日積サーベイ（高橋氏） 資料の説明、議論 







    LOD300 段階に必要な項目は？ 


    設計者が入れる情報で LOD300 となるように（LOD300 モデル完成時点に必要なもの） 


    仕上情報の入力においては部屋オブジェクトを考慮する。 


    特記仕様書や建具共通事項などの情報はBIM モデルでライブラリー毎の入力は不要 


    入力項目は設けるが入力はメーカー、設計者にて判断してもらう。 


   ・NBS対比表/日積サーベイ（高橋氏） 資料の説明 


   ・仕様属性項目（建築 Stem 表）/安井ファシリティーズ（松原氏） 資料の説明 


    仕様属性項目の過不足の指摘を行った（発注段階で必要な項目にする） 


    壁において「部屋」の情報として入力する。 


    細分化した方が良い項目がある（性能の項目） 


 


    ・NBS 対比表/日本サッシ協会 資料の紹介 


   ・NBS対比表/CAD ネットワークサービス（南谷氏） 資料の紹介 


 ・仕様属性項目（建築 Stem 表）/日本サッシ協会 資料の紹介 


   ・仕様属性項目（建築 Stem 表）/ CAD ネットワークサービス（南谷氏） 資料の紹介 


 


         ■ WG2 について 


    設計者の立場、施工者の立場、FMの立場それぞれで必要（入力）とする情報が違う。 


    各社で記入頂いたコメントが重要。 


     今後の進め方について次週の建築部会で報告し志手部会長の判断を仰ぐことにする。 


 


 


  次回の建築部会 


   日時 ：１０月１９日（水）１０：００〜１２：００ 


   場所 ：（一財）建築保全センター 会議室 


    


    


     








National BIM Library -プロパティ項目調査- 


窓ファミリ 


○会社別集計                          ○大項目別集計 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


○8割以上のファミリに存在したプロパティ項目（135 項目/408 項目） 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


（Revit にもともとある項目：38 項目、NBS 仕様書記載の項目：39 項目、その他：42 項目） 


大項目名 項目数


識別情報 24
IFCパラメータ 31
一般　 17
その他　 39
拘束 41
建設 45
文字 2
マテリアルと仕上げ 5
寸法 45
解析用プロパティ 5
フェーズ 2
データ 111
表示 5
どこにも属さない 36


合計 408（項目）


会社名 ファミリ数
NBSオリジナル 2
Synseal社 12
Mumford＆Wood社 4
Warmcore社 10
Aluk社 3
Senior Architectural Systems社 6
Internorm社 10


合計 47(種)


Revitにもともとある項目


イメージ コメント マーク OmniClass タイトル OmniClass番号


URL アセンブリ コード アセンブリの説明 キーノート タイプ マーク
タイプのイメージ タイプの説明 モデル 価格 製造元


説明 AcousticRating
BeamRadiation
Transmittance


FillGas FireRating


GlassColor GlassLayers GlassThickness1 GlassThickness2 GlassThickness3
GlazingAreaFraction IfcExportAs IfcExportType Infiltration IsCoated
IsExternal IsLaminated IsTempered IsWired Reference


Reflectivity SecurityRating SmokeStop
SolarHeatGain
Transmittance


Thermal
Transmittance


ThermalTransmittance
Summer


ThermalTransmittance
Winter


Translucency 操作 Author


BIMObjectName ManufacturerName ManufacturerURL NBSCertification NBSDescription
NBSNote NBSOfficeMasterTag NBSReference NBSTypeID ProductInformation


Revision Uniclass2
Uniclass2015
Description


Uniclass2015
Reference


Uniclass2015
Version


Version AssetIdentifier BarCode InstallationDate SerialNumber


TagNumber WarrantyStartDate 上端高さ
Accessibility
Performance


AssetType


Category CodePerformance Color Constituents DurationUnit
ExpectedLife Features Finish Grade Material
ModelNumber ModelReference Name NominalHeight NominalLength


NominalWidth ReplacementCost Shape Size
Sustainability
Performance


WarrantyDescription
Warranty
DurationLabor


Warranty
DurationParts


Warranty
DurationUnit


Warranty
GuarantorLabor


Warranty
GuarantorParts


レベル 敷居の高さ
FinishThickness
External


FinishThickness
Internal


LayerWrapExternal
StructuralOpeningCut
BeyondFaceInternal


StructuralOpeningCut
BeyondFaceExternal


壁の納まり 建設タイプ


Frame/MullionMaterial GlazingPanelMaterial SillMaterial FrameSetback SillThickness


FrameDepth SillHeightDefault
Structural
OpeningHeight


Structural
OpeningWidth


Structural
ToleranceHead


Structural
ToleranceJamb


ラフ高 ラフ幅 高さ 幅


解析用構成 可視光線透過率 日射熱透過率 熱抵抗（R） 熱伝導係数（U）
解体されたフェーズ 作成されたフェーズ ComponentNumber WindowNumber Accessories
カテゴリ タイプ ファミリ ファミリとタイプ 個数


NBS仕様書に記載されている項目







○気づいた点 


・会社ごとにプロパティ項目の種類はかなり異なる。 


・同じ会社の製品でも項目はほぼ統一されているが完全には同じではない。 


・データがない箇所では n/a と記入されている箇所と空欄の箇所があった。 


→この製品には必要ない項目が n/a。現時点では記入できない項目が空欄？ 


・プロパティ項目として存在するが集計表に出てこない項目が多くある。 


・集計表に出てこないものは、拘束、建設、寸法の項目の属しているものがほとんど。 


・どの製品にも存在しないが集計表に出てくる項目が多くある。 


・意味は同じでも違う項目として存在しているものがみられた。 


 例）Combustible（可燃性）、Flammability（可燃性） 


・NBS のファミリより企業のファミリのプロパティ項目のほうが圧倒的に多い。 


・NBS の窓ファミリは 2種類しかなく、すべての窓の形状が網羅されていない。 


・「データ」に含まれる項目は「～Option」となっている項目が多い。 


 →その製品のオプションを設定している項目とみられる 


・NBS仕様書に記載されているプロパティ項目はすべて“8 割以上のファミリに存在したプロパティ項目”であった。 


・「データ」は最も多くのプロパティ項目があるが“8 割以上のファミリに存在したプロパティ項目”は「Accessories」のみ。 


→各企業が必要に応じて設定しているプロパティ項目で他の大項目に当てはまらないものがすべて「データ」に入ってい


るのではないか。 


・企業のファミリはNBS仕様書に記載されているプロパティ項目がほぼ存在したが、NBSのファミリは存在しない項目がか


なりあった。 


・Revit にもともとあるプロパティ項目でも、NBS 仕様書に記載されているプロパティ項目でなくても、“8 割以上のファミリ


に存在したプロパティ項目”が 42項目ある。（主に「IFC パラメータ」に属する項目） 


→これが NBS における窓の標準項目のようなものではないか。 


 


○「寸法」のパラメータについて 


・寸法についての項目名は各社かなりバラバラで、全ファミリ共通してあるのは「高さ」「幅」のみで、基本的に変更できる寸


法も「高さ」「幅」にあたる寸法である。 


・ 「高さ」「幅」の値を変更すると、それに伴ってグレーアウトしている「WindowHeight 」 「Sash1Height 」


「Sash1Width」の値も自動的に変わる。 


 ※「高さ」と「WindowHeigth」は別の寸法 


・ 「その他」の大項目に属する「NominalHeight 」 と「NominalWidth 」、 「StructuralOpeningHeight 」と


「StructuralOpeningWidth」はそれぞれ「高さ」「幅」と値が全く同じであり、１カ所の寸法を変えると、他の２つの


寸法も自動的に変わる。 


 →「高さ」「幅」は Revit にもともとある項目。「NominalHeight」と「NominalWidth」は NBS 仕様書で定めている


項目。「StructuralOpeningHeight」と「StructuralOpeningWidth」は？ 


 


 


 







○「建具表／仕上表データモデル標準仕様書」とプロパティ項目との比較 


仕様書 NBS ファミリ プロパティ項目 


建物種別 建設タイプ 


建具種類識別 タイプ 


建具種別 WindowUnitMaterial 


建具番号 ModelNumber 


建具枝番号 ComponentNumber 


数量 個数 


個別番号１ SerialNumber 


個別番号２ TagNumber 


建具材質 Material 


建具仕上１ Finish 


建具仕上２  〃 


姿図 Shape 


建具形式   


建具形式・付属品   


法規 CodePerformance 


性能 


BurglarResistant, SmokeControl, AcousticRating, ThermalTransmittance,  


BeamRadiationTransmittance, FireExit, FireRating, AccessibilityPerformance 


SecurityRating, SmokeStop, SolarHeatGainTransmittance,  


FireResistance, GreenGuideRating, ResistanceToWindLoad,  


ThermalBarrier,ThermalImprovement, Translucency, 


WeatherPerformanceAirPermeability , Reflectivity,  


WeatherPerformanceResistanceToWindLoad, AirPermeability, 


WindowsEnergyRating, ThermalTransmittanceWinter , 


WindResistance, ThermalTransmittanceSummer, 


Infiltration, CodePerformance, SustainabilityPerformance, 


WeatherPerformanceUKExposureCategory, 


WeatherPerformanceWatertightness, 


建具寸法・W 幅, NominalWidth 


建具寸法・H 高さ, NominalHeight 


使用場所１   


使用場所・階２ レベル 


使用場所２   


使用場所・階３ レベル 


使用場所３   


使用場所・階４ レベル 







使用場所４   


使用場所・階５ レベル 


使用場所５   


使用場所・階６ レベル 


使用場所６   


枠・材質 Frame/MullionMaterial, FrameMaterial 


枠・仕上げ１ FrameFinishOptions 


枠・仕上げ２      〃 


枠・形状 FrameSizeOptions 


枠・見込 FrameDepth 


枠・見付 FrameThickness 


水切・材質   


水切・仕上１   


水切・仕上２   


水切・形状   


ガラス・種類 GlazingPanelMaterial 


ガラス・厚さ GlazingPanelThickness 


ガラス・寸法・W   


ガラス・寸法・H   


網戸・種類   


網戸・取り付け位置   


額縁ぜん板・材質 SillMaterial 


額縁ぜん板・仕上げ１   


額縁ぜん板・仕上げ２   


額縁ぜん板・見込 SillDepth 


額縁ぜん板・額縁タイプ   


額縁ぜん板・結露受け形状   


ガラリ・開口率   


ガラリ・形状   


ガラリ・ダクト接続フランジ   


金物 HardwareHinges, HardwareSashes 


備考 コメント 







○気づいた点 


・「建具形式」「使用場所」「水切り」「網戸」についてのプロパティ項目は存在しない。 


・プロパティ項目にはサッシ寸法についての項目が多くあるがガラス寸法についての項目はあまりない（厚さのみ）。仕様


書はその逆である。 


・「ガラリ」については、換気についての項目（Vent など）はいくつかあったが、仕様書にある「開口率」「形状」などの項目


はなかった。 


・仕様書では「性能」「金物」など一括りにしているが、プロパティ項目では「AcousticRating」「ThermalBarrier」


「HardwareSashes」など具体的な性能名や金物名として項目が存在する。 


・WindowBar、各パーツの色についての項目がプロパティ項目にはあるが仕様書にはない。 


・「建具材質」と「枠・材質」、「建具仕上」と「枠・仕上」の違いは？ 


 


○日本におけるプロパティ標準項目の提案（窓） 


・NBS プロパティ項目 


・「建具表／仕上表データモデル標準仕様書」 


・公共建築工事標準仕様書 


上記３つの資料を参考にし、窓ファミリのプロパティ標準項目の提案をする。 


※下記の項目はRevit にもともとある項目として、標準項目からは除く。 


 


 


 


 


 


窓種別 建具寸法・W 法規
窓番号 建具寸法・H 金物
製造番号 ガラス・厚さ１ 備考
窓形式 ガラス・厚さ２ 耐風性
枠・材質 ガラス・厚さ３ 気密性
サッシ・内側材質 ガラス・のみ込み 水密性
サッシ・外側材質 ガラス・溝幅 遮音性
ガラス・種類 サッシ・寸法W 断熱性
水切・材質 サッシ・寸法H 日射熱遮へい性
網戸・種類 ガラス層 製品名
額縁ぜん板・材質 枠・見込 製品情報（URL)
面格子・材質 枠・見付 製品番号
枠・仕上げ 額縁ぜん板・見込 更新コスト
枠・形状 ガラリ・開口率 期待耐用年数
水切・仕上 ガラリ・形状 保証期間
水切・形状 ガラリ・ダクト接続フランジ 保証内容
網戸・取り付け位置 枠・色 保証開始日
額縁ぜん板・仕上げ ガラス・色 設置日
額縁ぜん板・額縁タイプ サッシ・内側色 作成者
額縁ぜん板・結露受け形状 サッシ・外側色 作成者URL
シャッター
雨戸


イメージ コメント マーク OmniClass タイトル OmniClass番号
URL アセンブリ コード アセンブリの説明 キーノート タイプ マーク
タイプのイメージ タイプの説明 モデル 価格 製造元
説明 レベル 敷居の高さ 壁の納まり 建設タイプ
上端高さ タイプ ファミリ カテゴリ 個数
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Table 11 - Construction Entities by Function
Definition
Construction Entities by Function are significant, definable units of the built environment comprised of interrelated spaces and elements and


characterized by function.


Discussion
A construction entity is complete and can be viewed separately rather than as a constituent part of a larger built unit.  An office building is construction


entity, by comparison a conference room within the building is classified as a space and is a constituent part of that construction entity.


Function is the purpose or use of a construction entity.  It is defined by primary use and does not necessarily encompass or address all activities that can


be accommodated by the construction entity.


Construction entities usually have physical form and a location.  This table is not concerned with physical form; that is the basis of Table 12 - Construction


Entities by Form .  There is a correlation between form and function and in some cases, function may dictate form.  In many cases though, construction


entities of any given form can accommodate several functions throughout their useful life;  for instance, a mid-rise building can have residential,


educational, or business functions.


Examples
Single Family Residence, Mining Facility, Local Transit Bus Station, Interstate Highway, Waste Water Treatment Facility, Freezer Storage Facility,


Department Store, Courthouse, Hotel, Convention Center


Table Uses
Storing, retrieving, organizing, analyzing, and presenting information, construction project programming and budgeting, compiling historical cost and


operation data, designating construction types for building codes and ordinances, managing real estate data, classifying facilities for management


operations, and categorizing objects for software.


Table Users
Design professionals, owners, planners, programmers, estimators, building officials, real estate agents, and facility managers.


References
Appraisal Institute Commercial Data Standards


International Building Code (IBC) Facility Codes


ISO 12006-2 Table 4.2 Construction Entities (by function or user activity)


ISO 12006-2 Table 4.6 Facilities


Uniclass Table D, Facilities


International Facility Management Association (IFMA) Facility Use Titles


Open Standards Consortium for Real Estate (OSCRE) Property Types by Use


U. S. Department of Defense (DoD) CATCODES


U.S. Geological Survey (USGS) FCodes


U.S. General Services Administration (GSA) Building Class Codes


定義と概要


使用者と
使用用途


関連する団体







コード表の記載項目Table11（大項目）


Table11 Construction Entity by Functionでは


実在する施設を機能ごとに分類し表記している


実在する建物は機能別に分類、細分化された際


おおよそいずれかに当てはまる


Assembly Facility


Education Facility Research Facility


Public Service Facility Production Facility


Cultural Facility Storage Facility


Recreation Facility Water Infrastructure Facility


Housing Facility Energy Infrastructure Facility


Retail Facility Waste Infrastructure Facility


Health Care Facility Information Infrastructure Facility


Hospitality Facility Transportation Facility


Lodging Facility Mixed-Use Facility


Office Facility Land







関連団体の考察


Omniclass Table Reference に関して


体系的に使われている各テーブルの
コードが設立された目的と
実務の中でどのような役割を持っているか


Omniclass


のReference
必要な情報を
提供している団体







Referenceに表記されている団体


Appraisal Institute Commercial Data Standards


International Building Code (IBC) Facility Codes


Open Standards Consortium for Real Estate (OSCRE) 
Property Types by Use


U. S. Department of Defense (DoD) CATCODES


U.S. Geological Survey (USGS) Fcodes


U.S. General Services Administration (GSA) Building 
Class Codes


Table11
Construction Entity by Function







不動産EDIとは（Electrical Data Interchange)


不動産事業に関する情報は統一の電子コード・フォーマット
にしようという取り組み


不動産における関連団体はそれぞれ独自の基準をもつ


✘統一性


目的）


業務分野においてデータの再入力をしなくて済むように


＝円滑なデータ移行ができるようにすること


予備知識として







OSCREの成り立ちについて
Open Standards Consortium for Real Estate


 OSCREの取り組み
不動産EDIの普及により不動産分野の各種
データの交換を効率的にする


 組織の概要
OSCRE America（米）＋PISCES（英）


OSCRE


JLL社


PISCES


OSCRE
AmericaIPD社


英国において
不動産インデックスを作成するIPD 社とJLL


社との間で評価データ交換を効率的に行う
ことを目的に不動産EDIに関する取り組みが
始まった


PISCES の研究会でデータ項目や定義の
統一が行われ、IPD のコードとJLL の情報
項目を関連づけることが可能となる


OSCRE Americas 
2004 年3月に設立
企業及び政府機関の間で保有する
不動産管理についての情報を共有
するために開催されていた非公式な
集まりを母体


OSCRE Americas が、PISCES と2004 年に統合して、現在の「OSCRE」となった
OSCRE は、不動産EDI の標準化を促進する非営利組織として、国際的に重要な役割を果
たしている


売買／賃貸借
契約、修繕工事発注、
人員配置、警備、
不動産担保借り入れ







OSCRE Americas 
• 住宅分野、ＦＭ分野、ＰＭ分野、鑑定評価分野、不動産ＩＤ分野等


８つのワーク・グループがある


• ワーク・グループ毎に活動が実施され、OSCRE 標準が作成されている


U. S. Department of Defense (DoD)


U.S. General Services Administration (GSA)


Appraisal Institute 米国不動産鑑定人協会
• 不動産鑑定に関する専門職業人団体


• 業務効率化のために、不動産EDIの検討を行っている


• OSCRE America との共同作業を持つ


OSCREという団体を中心に情報の交換の容易化を目的に様々な団が共同作
業を行い標準が出来上がっている


Omniclass Table11が整備された


そのほかの団体と関連して


ワーク・グループの活動に参加
国内に多数の不動産を保有


効率的な不動産の管理のため







この事実から考察できること


表の縦のつながり


同じ表の中身に書いてある標準や団体は、その


表の出来上がった背景に相互に関係している


考察の可能性


各テーブルの意図は団体の目的から分析できる
(e.g.建物の種類の分類は、不動産管理業務において、
それが何の用途を持つ建物か判断するのに役立つ）


団体の目的はすなわちアメリカにおける建設産業
（設計・施工・コスト・不動産・FM）の動向・将来像


（…こういう作業が○○の業務において必要)


裏付けとしてTable UserとTable Uses
(e.g.不動産業者により分析に使われる）





